
池内の施工にあたり、流入については既設流入ゲートによる止
水を行い、ポンプ井側の止水は仮設止水壁にて行うと理解しま
すが、止水壁の施工にあたっては既設雨水ポンプによる排水に
て、LWLまで排水できるものと考えてよろしいでしょうか。

現場事務所の設置可能な用地をご教示願います。

内訳書第M-3号直接材料費の自動除塵機部品は、特記仕様書
第2章機械設備工事§1No.1,2自動除塵機４．工事範囲(3)レー
キ爪の理解で良いでしょうか。

ご質問のとおりです。

受注後協議によります。

排水はポンプ井排水ポンプで行い、既設雨水ポンプLWL以下まで排水でき
ると想定しています。また、発注図面において既設雨水ポンプLWLに誤りが
ありましたので、差し替えて訂正いたします。

ご質問のとおりです。

特記仕様書第4章仮設工
仮設止水壁の数量が「2」となっていますが、止水壁は1水路分を
製作し、これを流用することで2か所分を止水する理解で良いで
しょうか。

質疑・回答書

告示番号 第22号 件　　　　名 令和５年度千里園ポンプ場沈砂池設備工事

特記仕様書第2章§１、4（5）その他必要なもの一式とあります
が、取替に必要な分解にて取り外したボルト、パッキンなどと理
解し、図面上に着色されていないチェーンやスプロケットは含ま
れていないと理解してよろしいでしょうか。

回　　　　答
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質疑事項No

豊中市総務部契約検査課　TEL　06-6858-2075
　　　　　　　　　　　　　　　 　　FAX　06-6858-7225
　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail　keiyaku-kouji@city.toyonaka.osaka.jp
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1
ご質問のとおりです。
特記仕様書に誤りがありました、差し替えて訂正いたします。


